
詩 3 ッ 露古 
 

鳥の名 
 

私は見ていた 

舞踏集団が虹色の鰭を操りながら通りを行くのを 

 

私は見ていた 

砥石に磨かれた躰が青い血を吹く夜を 

 

すでに言い尽くされた言葉を手の甲に刻む 

何からも自由であるように振る舞うなら 

今朝窓辺に来た鳥を私は母の名で呼ぶ 

月は 
 

目のまわりを火で赤く染めた人たちが 

唾液をやったりとったり 

偶然の話を偶然らしく 

踊りの輪にあの子を誘ってごらん 

ららら 

月は泣いてしまったよ 

あの子より先に 

やっと 
 

朝焼けを映す白壁の裂け目を潜って 

ぶんぶん腕を振り回し 

掴めるものは手当たり次第に 

さあさあどなたがお出でになったか 

大仰な物言いで家主がニヤリ 

やっと会えましたねと私は言う 
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